
 

 

  

 

 

 

■ 小型発電システム組立ワークショップ 報告 

６月４日（土）に新城市の旧黒谷家で午後から「ベランダ発電」ワークショップに参加をし

て、座学での講義を受けてから、電気配線作業をしてきました。新建会員５名、その他５名の

参加でした。  50W、100W のソーラーパネルとバッテリー、インバータなど、言葉は知

っていますが、配線などは、しっかりと考えながら、接続をして完成させました。皆さんは、「ベ

ランダ発電」を作成して、僕だけが工事現場で使える 200W を作成し、後日、会社の軽ワゴン

に載せました。仮設電気がない現場でもコンプレッサー作業ができるようにして、電源が使え

るようにしました。 

建築関係者からの「僕も載せたい」との要望も沢山あり、非常時や緊急時に使うことができ

るものがあるだけで、少しだけ安心してしまいます。（甫立浩一） 

 

みんなで電気工具を使った配線作業    太陽が出ているうちに、接続テストをしました 

  

 

会社の軽ワゴンの屋根に載せてみました    外部コンセントから電源を利用できます 

   

 

■新建築家技術者集団■        SHINKEN・AICHI・BRANCH・NEWS 
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■ 6 月 4 日ベランダ発電ワークショップ参加感想 

 

「私は、窓際西日発電に」 

電気の基礎知識の講習や太陽光システムの組立の実習は、電気の苦手な私にとって非常に難し

く手間の掛かることでした。                   

自宅に持ち帰り、設置したのが、西日の当たる窓の屋内窓際

です。配線に防水加工ができていないので、常に屋外に出し

ておけなく、天気の良いときだけ外に出したり仕舞ったりす

るのは大変なので、常設できる方法を考えました。（右写真） 

 直接パネルに太陽光が当たるのは、午後 2 時～4 時くらい

です。晴天時は、直接パネルに太陽光が当たらない時間帯を

含めて、12Ｖ20Ａh のバッテリーを半分の状態を 80％位に

充電されます。普段は照明用、非常時は情報機器の電源用で

す。 

 私の、太陽光発電に対する懸念は「パネル等の廃棄やリサイクルの問題」です。 

アルミ枠はリサイクルされているようですが、パネルは粉砕して埋め立てられるのが現状だと

聞いています。埋め立て地からの有害物質の流出も懸念されます。不法投棄も心配です。 

ガラス・樹脂・金属を分離して再資源化することが大切だと思います。   （壬生伸次） 

 

 

「ベランダ発電ワークショップ」感想  

濃厚な半日、ベランダ発電ワークショップを体験させていただきました。 

基本的な作業は、講師の佐藤さんに準備頂いた部材の組立～機器接続という流れでした。 

おそらく、手馴れた人には容易な作業なのだと思います。しかし、使用に慣れない工具との格

闘、ニッパー、ストリッパー、圧着機による作業、ケーブルの寸法を間違えて切断、そしてパ

ーツの作り直しが度々発生。 

もうろうとした頭のなか、ようやくインバーターとバッテリーの接続の工程に到達。インバー

ターのランプ、緑色に点灯を確認。続いてバッテリーとコントローラーの接続。ﾓﾆﾀｰ表示を確

認。とりあえず、発電できる状態には持って行けたようです。 

ほとんど素人作業の工程ながら、何とか完成させることができました。 

 

その後の自宅での取り扱い状況を少し報告します。 

とりあえず、西側の窓際にソーラーパネルと電源一式セットを設置し様子をみることにしまし

た。 

直射日光を受けるのは、午後の数時間ながら 1 日で 30％～40%程度充電できることがわかり

ました。 

携帯電話の充電は十分可能。通常のｺﾝｾﾝﾄで充電する時と変わらない使用状況です。 

テレワーク中の PC 電源の場合も試してみました。半日程度でインバーター？のブザーが鳴り、

バッテリー容量がゼロになっている様子です。使用する日の日照状況によっては上手くゆくこ

ともあるかもしれません。 

今後もいろいろ試しながら「自分電力」をやってみようと思います。   （入谷晃次郎） 

 



■「原発事故訴訟と生活資本」〜居住福祉と生活資本の構築(142) 

 

岡本 祥浩 

 

 ６月 17 日に東京電力福島第一原発事故を巡る最高裁の国の賠償責任を認めない

判決が下された。この判決に関連して生活資本を考えたい。尚、引用は６月 18 日

の中日新聞による。 

 判決の判断基準として「国が国家賠償責任を負うというためには、公務員が規制

権限を行使していれば被害者が被害を受けることはなかったであろうという関係が

認められなければならない」という。だから想定を超えた災害では国の責任は無い

という。「事故が起きても、国が国民を守らないのは仕方ないという結論は納得を

得られず、判決は原子力行政に対する不信感をあおる」(脇田忠広明治大学教授)

し、「事故から住民の命を守るには国の規制しかないが、国はその役割を放棄し

た」(社会部・小沢慧一)と捉えられる。現在も三万人以上の人々が避難生活を送っ

ており、「避難者救済に向けた国の責務が消えたわけではない」(小野沢健太)。し

かしながら「国の責任が否定されたことで、賠償、復興、被災者支援など政策の後

退も懸念される」(除本理史大阪公立大学教授)状態である。 

 「原発事故は被災者たちに「ふるさと喪失」などの深刻な事態を招いた」。そし

て「他県などに避難を余儀なくされた人々が起こした」のがこの訴訟である。「対

策をしてもムダ」とでも言うような論法を許すならば、地震の巣と呼ばれる日本列

島の上で原発を運転させること自体がもはや犯罪的」(当日の社説)ではないかと提

示されている。この訴訟の重要なポイントは他県などに避難した人々が起こしたこ

と、「ふるさと喪失」が原因であるということである。「福島県伊達市から名古屋

市に避難した原告の岡本早苗さんは、「自然豊かな場所で子育てしたい」と、2008

年に名古屋市から伊達市に移住したという。しかしその思いは 3 年後の原発事故で

一転し、子どもへの放射能の影響を懸念して避難する」ことになった。 

 家族が暮らし、子どもが成長し、思い出をつむぐ場としてのふるさとは、生活資

本を構築していた場でもあった。その場を失うことは、一人ひとりの思い出や心の

支えを失うとともに、現在の生活の基盤そのものも失うことになる。ウクライナで

家や街を破壊された人々が、それでもその場に居続けるのは、「すべてがここにあ

るからだ」と言う。ウクライナも福島県も生活の場、生活資本構築の場を失うと言

う同じ意味合いを経験している。ウクライナ政府は、一人ひとりの国民の暮らしの

場を守ることに全力を傾けているが、日本国政府は福島第一原発の事故で避難せざ

るを得なかった人々の暮らしの場を守るという責務を持つのではないだろうか。日

本国政府がこの最高裁判決にかかわらず、ふるさとを喪失した人々の暮らしの基盤

の再構築に誠意を尽くすことを望みたい。 

  

(中京大学教授、日本居住福祉学会会長、新建会員) 







■ 新建愛知支部 2022 年 6 月 支部幹事会だより 

6 月 21 日（火）19：00～21：00（オンライン） 

リモート参加者／入谷、奥野、川合、黒野、中森、福田、壬生、甫立 

（1） 太陽光発電『ベランダでソーラー発電』のワークショップを６月４日（土）で開催しました。 

（2） 中部ブロック会議を７月２０日（水）夜７時から予定をして、金沢セミナー等を話し合います。 

（3） 職人不足で困らない為に、共同事業化の組織検討を進める事を決めて、源樹会と連携をします。 

（4） 新建に協力してくれる施工者、職人、各種の営業さん等に声を掛けて、リスト化しています。 

（5） 「防災マニュアル」連絡網を利用して、支部企画、拡大と更に積極的に声掛けをしています。 

（6） 「建まち誌」への５０周年祝賀広告を募集しています。支部でまとめて、本部へ連絡をします。 

今後の幹事会は、7 月 19 日（火）、８月 23 日（火）、9 月 20 日（火）午後７時と決めました。 

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■ 「N 邸見学会」感想 

これまで支部会員の方が関わった建物を見る機会がなかったため、新鮮な思いがしました。実際に集 

まって説明を聞いたり感想を言いあったりするのも良いことですね。 

見せていただいてまず感じたのは、床、天井をはじめ、内装に木が多く使われているということでした。 

自分の係る建物では、予算的など諸々の事情で、なかなかここまで豊富に木材を使うことができません。

施主・施工者・設計者の協同の跡を見ることができて、興味深い体験をさせていただきました。 

今回の建物の特徴である、太陽光を給湯と床暖房に利用する仕組みの効果や、蓄熱する土間床の快適性

についても、また、何かの機会に教えていただけると良いと思っています。             （入谷晃次郎） 

 

「やっぱり自分の目で見たい」 

久しぶりの見学会でした。写真で見たり人から聞いても良くわからないので、実際に自分の目で見学さ

せてもらうことができて、喜びを感じています。 

和紙張りの壁の質感や無垢の木の床の感触、無垢の木の建具のディテールなどは、直に見て触れないと

わからないことでしたので、参考になりました。空間の広がりは、もしもバーチャルリアリティで表現

されるとしても、実体験には及ばないと思います。 

太陽熱温水器の固定や、床暖房の床のディテールなど、自分とは違う方法で行われていることなど、非

常に勉強になりました。見学を許してくださったお施主様に感謝いたします。            （壬生伸次） 

 

N 様邸の見学会に参加させて頂きまして改めて有難うございました。 

木造りの家が本当に心からリラックスできる空間に仕上げられて甫立さん、福田さんを中心とした新建

メンバーが各領域で丁寧な仕事をされているのだと感じました。 

なかでもチリュウヒーターさんの温水暖房システムと直貼りした杉材は興味を惹きました。私の認識で

は日本では新築時のコンクリートに直張りする無垢フローリングはない。 

理由としてはコンクリートの含水率に起因して無垢材が反ってしまう為に使用できないという事でし

た。しかし、ドイツ視察に行った際にセルフレベリングしたコンクリートスラブに無垢フローリングを

敷設する施工方法しか確認できず日本とドイツとのフローリング施工要領の違いを認識していました。

ドイツではコンクリート内の温水床暖房システムがコンクリートの乾燥を促進させ気候条件と相まって

含水率が低くなっている。同じ状態を作れる温水床暖房システムなら理論上は無垢フローリングを直張

りすることは可能であり N 様邸は実現していました。非常に勉強になった見学会でした。（大平真吾） 
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